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　第4回老人スボーノ大会が行わ

れました。

　10月3日、田1総合クラウノトて

行われたこの人会は、聞内のお年

寄りが、スホーノを通して健康の

保持と生きがいを求め、一一般f†民

のお年寄りに対する探い理解と関

心を高めると共に、合せで町内の

わ年寄りの親睦と融和を図ること

を目的として行われたものてす。

　当日はスよ一ノびよりに曽まれ

田J内各老人クラブ、田」老人ホーム

鈴峰園からの参加者598人て、赤

日に分れて開借されました。

　参加逆手もこの日ばかりは呂者

に負サしと老人パワーを発輝しま

した。

　当日最初の競技、50〃～蕨えの記

録は玖のとわ’）てす。

小川拙三（ホーム）65才　　8砂7

／」田友…戎（ホーム）58オ　9砂9

寺原新r（羽　坂）70才　9砂1

中森武男（鶴野内）71才　10砂0

者l」甲鶴男（小野田）73才　9砂3

衛藤マノエ（鶴野内）75才11砂3

　あなたは何秒て黙れますか。

落鮎の姿はやせたれ岩出でて

　　　　：黄葉でし湊をおもひつつ食ふ

　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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昭
和
五
十
三
年
度
の
町
一
般
会
計
と

特
別
会
計
（
凶
悪
健
康
保
険
・
簡
易
水

道
事
業
・
国
民
健
康
保
険
病
院
覇
業
）

の
決
算
が
九
月
定
例
会
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
財
政
賦
況
に
つ
い
て
、
あ
ら
ま

し
を
お
じ
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

あ
ら
ま
し

　
歳
入
紹
額
は
、
十
六
億
九
千
六
百
四

セ
三
万
七
千
円
。
こ
れ
に
対
す
る
歳
出

総
額
は
、
　
十
六
一
山
二
千
四
百
二
十
六
↑
刀

四
千
円
で
、
差
引
き
七
千
二
百
十
七
万

三
千
円
の
黒
字
決
算
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
国
の
地
方
財
政
計
画
に

基
づ
く
起
債
の
枠
拡
大
等
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
財
政
運
用
の
中
で
起
債
依
存

慶
が
年
々
高
ま
り
、
今
後
に
お
け
る
町

財
政
は
一
層
の
窮
追
が
予
想
さ
れ
る
現

状
に
あ
り
ま
す
。

自
主
財
源
は
1
7
％

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
最
も
高

く
全
対
の
三
六
・
七
％
を
占
め
、
つ
い

で
県
主
出
金
「
九
・
㍉
％
、
町
債
一
七

・
三
％
、
町
税
七
・
三
％
、
国
庫
支
出

金
六
・
一
％
、
財
産
収
入
そ
の
他
で
一

三
・
一
％
な
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

50

唐
ｪ
投
資
的
経
費

歳
出
て
は
、
性
質
別
に
見
る
と
、
酋

通
建
設
事
業
費
及
び
災
害
御
旧
費
か
最

も
高
・
・
七
億
九
千
五
百
四
十
一
万
五
千

円
て
四
九
・
○
％
、
つ
い
て
人
〔
費
の

四
億
一
千
二
百
八
十
二
力
七
千
円
て
二

業
・
四
％
、
補
助
費
等
一
雨
一
千
一
．
、
百

四
月
円
て
七
・
つ
％
、
公
債
費
一
借
九

百
三
↓
・
却
円
て
六
●
ヒ
0
6
嫉
与
と
な
っ
て

い
ま
す
か
、
全
体
的
に
ま
投
資
的
経
費

四
九
・
四
％
、
義
務
的
経
費
三
六
・
七

％
、
消
費
胸
経
費
一
三
・
九
％
と
匁
り

ま
す
。

　
歳
出
を
目
的
別
に
み
た
主
・
、
実
施
争

業
、
あ
次
の
と
お
’
）
て
ブ
。

林
構
事
業
に「

億
四
千
五
百
万
円

　
農
林
水
産
業
費
は
、
全
体
の
．
．
一
二
・

一
％
に
あ
♪
，
る
血
蜘
二
丁
一
日
六
十
九
力

蝕
害
円
を
つ
き
込
み
本
町
の
基
韓
産
業

の
捗
興
を
図
）
吏
し
ち
、

　
農
業
て
は
、
福
十
一
地
区
外
七
地
区
の

道
路
舗
装
、
町
単
独
改
良
事
業
㌃
は
、

深
谷
用
玉
工
事
外
農
道
改
良
な
と
ト
ニ

地
区
、
生
石
関
連
道
八
五
地
区
の
舗
装

を
実
施
し
た
ほ
か
、
鷲
付
総
合
整
備
モ

テ
ル
事
業
て
は
、
農
業
の
牛
産
基
盤
と

農
村
の
碑
石
環
境
の
整
備
を
は
か
る
た

め
黒
滝
性
の
高
い
農
道
、
集
落
道
、
農

業
息
合
排
水
施
設
を
整
備
し
ム
ロ
わ
せ
’
、

営
農
煩
雑
用
水
施
設
、
農
坦
の
測
吊
試

験
を
実
施
し
ま
し
た
。
又
、
第
二
期
山

村
特
対
事
業
の
初
年
駐
に
当
り
環
境
整

備
事
業
と
し
て
広
瀬
、
羽
坂
、
越
去
の

．
↓
一
地
区
ぜ
レ
午
看
改
孟
「
セ
ノ
勺
－
を
建
叱
鼠

し
ま
し
た
。

　
林
業
曹
て
．
n
、
民
有
林
の
七
　
％
か

人
ユ
林
と
な
り
除
間
伐
等
の
育
林
対
策

か
魯
が
れ
る
中
て
作
業
道
の
開
設
を
は

㌧
め
講
習
会
、
林
業
祭
を
開
催
し
、
民

有
林
経
営
の
改
善
対
策
に
つ
と
め
ま
し

た
。
又
第
一
抵
材
業
構
造
改
宮
事
業
の

最
終
年
鳴
に
あ
た
り
、
総
額
一
門
四
千

五
百
力
円
て
、
年
業
道
、
三
遠
の
整
備

と
林
業
研
修
館
の
建
設
、
夜
間
昭
、
明
地

設
、
そ
の
他
の
日
口
帯
施
漫
を
整
備
し
気

し
た舗

装
率
6
6
ひ
。
に

　
土
不
費
ふ
・
、
　
↓
乱
・
几
ク
ゥ
て
．
香
目

｝
下
司
い
比
率
を
し
刃
て
h
ま
す
が
、
地

内
～
，
凋
原
禄
ほ
か
九
路
線
の
改
良
1
事

と
東
二
一
～
稲
葉
野
線
窪
か
一
路
線
の

菊
夢
、
「
谷
橋
の
矢
替
工
事
を
実
施
し

牛
活
環
境
の
格
準
是
旺
一
州
、
）
産
業
、
経

済
発
展
の
伝
撃
て
あ
る
道
爵
望
備
三
三

に
努
ヵ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
栗
、
町
込
の
改
日
月
は
パ

・
二
％
、
陣
調
装
る
俘
は
六
」
ハ
　
五
％
の
中
入

d㌍

�
齒
ｬ
，
し
当
♪
レ
》
」
．

国
民
体
育
館
を
建
設

　
教
育
費
は
、
　
．
値
一
千
一
．
一
百
九
i
ハ

力
円
を
投
資
し
乱
教
材
教
具
の
充
実
、

へ
㍉
＄
地
教
員
件
一
モ
一
＝
月
の
建
－
峡
（
越
「
ム

地
区
）
な
と
山
の
教
育
力
釧
に
し
た
か

い
、
本
聞
の
実
礁
に
立
脚
し
た
幼
児
教

育
、
隠
蟹
教
育
、
社
会
教
育
を
行
い
心

身
と
も
に
健
康
て
丑
し
く
日
本
を
愛
す

る
国
民
の
倉
成
に
努
ヵ
ま
し
た
　
Z
、

詩
迫
地
区
｝
一
四
千
・
，
百
・
、
i
七
万
円
て

国
民
体
育
蝕
を
建
凹
し
、
地
区
住
民
の

体
力
つ
く
り
▼
一
州
す
る
二
と
回
し
孝
へ
し

た
。

地
域
格
差
是
正
を

　
総
務
尋
ま
、
－
寸
迫
地
べ
と
福
漸
昧
k

付
第
二
組
合
に
対
し
〆
地
域
一
・
『
動
に
之

要
な
集
会
パ
を
．
え
直
し
、
又
、
丁
ノ
、
・

ノ
三
　
ノ
作
押
回
地
隊
と
へ
玉
　

、
h
る
迫

日
量
地
区
へ
四
四
に
向
し
’
、
止
へ
，
団
受
仁

∬－

k
覧
ぽ
D
の
国
譲
を
行
い
、
地
域
柊
メ

是
「
を
図
〔
ノ
た
・
．
．
か
、
・
」
貴
委
員
会
委

昌
の
“
族
㎡
者
か
走
贈
を
超
々
た
二
と

に
・
杏
り
芭
挙
か
執
行
斗
・
・
1
／
、
・
ノ
れ
h
’
、

越
挙
の
啓
発
と
同
権
％
－
口
に
努
，
〃
ま
し

セ
。

実
態
把
握
に
重
点
を

　
民
笙
費
て
は
、
」
の
施
策
に
対
し
し

住
民
の
実
態
紀
揖
に
重
占
い
を
お
く
乃
七

わ
ら
他
の
閣
係
属
関
と
連
携
を
畜
に
ナ

る
と
と
も
に
地
域
住
民
の
福
田
行
政
の

回
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
社
会
福
袖
協
．
祓
会
に
お
h
て

も
、
老
人
ク
・
ブ
、
母
ず
福
袖
会
、
身

体
障
店
者
福
田
会
、
遺
族
会
等
の
団
体

三
綱
と
リ
一
睡
ー
の
養
吸
、
会
員
の
研

修
を
実
施
し
た
外
、
心
配
こ
と
相
淡
を

毎
月
開
㍉
↓
噌
日
富
生
石
上
の
問
題
解
決
二

旨
つ
た
．
、
な
か
て
も
老
人
福
袖
の
拍
進

を
図
る
た
め
、
　
「
生
玉
、
－
か
い
あ
⇔
老
後

づ
く
り
」
と
し
て
老
人
ラ
ラ
フ
石
動
の

育
成
、
老
人
ス
よ
、
！
ノ
大
会
等
を
と
お
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し
て
、
教
食
と
健
康
つ
く
つ
の
向
ト
に
　
　
禅
、
石
板
の
設
置
に
k
る
住
民
の
音
識

努
ゐ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押
揚
に
努
ゐ
ま
し
た
。

住
民
検
診
の
受
診
啓
蒙
を

　
衛
生
買
は
、
佳
民
の
健
康
継
持
増
追

と
公
衆
衛
生
に
あ
る
の
で
、
予
防
衛
牛

と
環
境
衛
生
の
面
か
ら
事
業
を
撫
進
し

各
種
予
防
接
種
の
実
施
、
住
民
検
診
の

受
診
啓
蒙
に
努
め
た
。
又
、
媒
塒
保
全

の
面
か
つ
河
川
の
汚
濁
、
汚
染
防
止
の

た
め
水
質
検
査
を
実
施
し
、
あ
わ
せ
て

迫
路
、
河
川
敷
の
こ
み
不
法
投
棄
の
監

特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
討
て
は
、
歳

入
総
額
二
億
七
千
四
百
六
十
九
万
四
T

円
、
歳
出
総
額
二
億
血
T
三
百
十
力
八

丁
円
で
差
引
き
生
干
百
五
十
八
万
パ
丁

円
の
黒
字
決
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
町
人
口
の
動
態
は
、
や
や
増

量
し
た
か
、
被
保
険
者
の
動
向
は
、
町

内
企
業
の
雇
用
増
及
へ
）
町
外
へ
の
就
労

に
よ
る
社
会
保
険
加
人
等
で
蔵
少
し
、

反
面
療
養
給
付
費
は
、
老
人
の
医
療
費

の
鉦
、
料
化
に
伴
う
受
診
増
の
た
め
、
前

年
度
に
比
し
二
三
・
五
％
増
加
し
た
。

　
ま
た
、
歳
出
に
つ
い
て
、
医
療
給
付

費
の
節
滅
と
家
庭
に
わ
け
る
救
急
に
対

処
す
る
た
み
、
百
十
万
円
を
投
し
て
家

庭
用
自
白
薬
晶
の
給
付
を
行
っ
た
。

　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
歳

入
総
額
千
三
百
一
万
八
千
円
、
武
出
総

緬
干
一
、
百
ぺ
十
七
万
へ
下
円
で
4
5
1
｝
・

災
害
復
旧
2
1
地
区

　
災
害
後
旧
貸
て
は
、
昭
和
五
十
．
、
年

．
氷
雨
（
七
号
台
風
）
と
昭
和
五
雲
二
年

一
口
（
八
月
一
．
十
日
）
に
し
り
耕
地
関

係
と
公
共
土
木
施
投
に
多
大
の
被
災
を

受
け
、
耕
地
災
害
復
旧
　
九
地
区
、
林

直
裳
害
復
旧
．
↓
地
区
の
事
叢
を
実
施
し

柔
し
た
．

・
セ
四
力
円
の
里
…
子
決
算
に
な
っ
て
い

妻
す
。

　
既
し
猷
の
八
車
原
、
坪
谷
、
山
陰
、
仲

野
原
、
福
瀬
の
給
水
人
口
は
．
一
、
四
二

・
一
人
、
七
♂
・
世
帯
て
、
町
人
口
に
対

す
る
並
日
及
率
は
三
バ
・
九
％
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
三
二
て
は

外
科
医
師
の
確
保
、
入
院
患
者
の
増
（
、

と
に
よ
っ
て
病
院
本
来
の
姿
に
も
と
る

こ
と
か
出
来
経
営
面
に
わ
い
て
も
よ
う

ゐ
く
独
立
採
算
の
基
本
に
合
致
し
た
運

用
の
見
通
し
が
立
ち
、
単
年
殿
て
八
百

バ
十
五
乃
六
千
円
の
準
利
益
と
な
）
、

五
十
二
年
度
よ
う
繰
越
き
れ
た
欠
損
金

五
百
七
十
一
万
六
千
円
を
解
消
し
て
、

利
益
剰
余
金
二
百
九
十
四
万
円
を
五
十

四
年
唆
へ
繰
越
す
実
績
を
済
し
た
。

一
L
羅
『

鋤
“

松
く
い
虫
被
害
立
木

の
駆
除
を
し
ま
す

　
い
ま
ま
て
、
ゴ
門
々
と
し
て
い
た
松
林

か
急
に
赤
く
な
っ
て
枯
れ
る
の
は
、
マ

ノ
ノ
サ
イ
セ
ノ
チ
ユ
ウ
と
い
う
非
常
に

小
さ
な
線
虫
が
材
内
の
細
胞
を
破
壊
し

て
し
ま
う
か
ら
て
す
。

　
森
林
病
害
虫
等
を
早
期
に
か
つ
徹
厩

的
に
駆
除
し
、
そ
の
ま
ん
延
を
防
口
す

る
た
め
、
森
林
柄
害
虫
等
々
除
法
に
基

づ
い
て
、
薬
剤
の
空
中
当
布
を
は
し
め

被
害
L
v
末
の
駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
本
来
、
被
害
v
木
の
駆
除
は
、
樹
木

の
所
有
者
や
管
琿
者
が
直
接
や
っ
て
も

ら
う
こ
と
か
一
番
よ
い
の
て
す
か
な
か

な
か
て
藩
、
、
な
い
の
か
実
情
て
す
。

　
町
松
く
い
虫
防
除
協
議
会
て
は
、
被

害
・
v
木
の
累
除
作
業
を
暁
月
公
事
か
㍉

十
一
月
に
か
げ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
松
く
い
虫
に
か
か
っ
て
い

る
立
木
を
伐
倒
し
て
乳
剤
を
分
布
す
る

も
の
げ
、
す
．
、

　
寺
迫
か
ら
越
表
ま
で
の
地
域
の
う
ち

特
に
被
害
の
多
く
出
て
い
る
所
を
重
点

に
験
除
し
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
被
害
木
の
あ
る
山
林

内
に
馴
除
班
員
か
・
y
入
っ
て
作
業
し
ま

す
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
森
林
は
、
私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な

い
財
産
で
す
。
み
ん
な
て
守
り
育
て
ま

し
よ
う
。

へ呼
心
牧
水
先
生
の
生
涯
二
三
｝

ナ

　　明
治
四
　
年
七
月
五
日
に
早
稲
田

｝
大
学
を
卒
、
C
ま
し
た
．
卒
業
と
同

～時
に
第
一
歌
集
「
海
の
声
」
を
出
版

し
ま
し
た
。
こ
の
歌
集
に
は
「
幾
山

壁
’
覗
懸
崖
蒔
費

閉
、
定
価
五
へ
・
磐
盒
三
循

竃
屋
に
売
塑
，
．
・
蔭
な
結
果
と
、
鳳

｝
り
ま
し
た
。

　

チ
　
家
で
は
老
父
母
か
牧
水
先
生
の
卒

壁
業
の
晴
の
姿
序
二
日
千
秋
の
二
心
て
待

～　
つ
て
い
ま
す
。
村
人
た
ち
も
期
待
の

眼
て
帰
省
を
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、

叢
薄
灘

確
き
て
し
か
も
二
か
月
の
夏
号
て
汚
れ

顯
難
燃

窪
ヲ
ー
－
ぽ
名
あ
・
。
職
場
に
就
職
し
ノ
、
ぱ

炉
り
（
．
と
し
た
姿
て
帰
っ
て
来
る
セ
ろ

う
と
必
に
描
い
て
待
っ
て
い
た
セ
け

　
　
に
そ
の
落
煮
は
言
諸
に
絶
す
る
も
の

棚
か
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
村
人
達
も
士
外

養
た
こ
の
姿
を
見
て
冷
眼
て
迎
え
た
で

欝
よ
鬼
こ
の
故
郷
の
人
々
の
心
は

飛牧
水
先
生
に
は
た
ま
つ
な
く
冷
た
く

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　一

・
三
じ
丸
一
言
ま
か
↓

坪
谷
に
昼
、
次
の
吝
、
ψ
残
し
’
、
踏

げ
，
”
Q
よ
う
に
ン
、
郷
里
を
後
に
出
旅
へ

し
ま
し
た
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
4

・
父
の
髪
母
の
望
み
な
白
み
来
ぬ
了
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
は
ま
た
遅
く
旅
を
お
3
⊃
へ
る
　
　
崎

・
一
人
の
わ
か
た
ら
ち
ね
の
母
に
さ
噂

　
え
わ
の
が
心
の
解
ナ
ず
な
り
ぬ
る
4

・
醤
．
年
茸
中
央
新
聞
社
《

の
社
会
部
に
就
職
し
相
当
に
文
筆
を
“

振
い
ま
し
た
か
一
二
月
に
退
社
し
ま
ナ

し
た
。
四
四
年
一
二
月
に
も
「
や
ま
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
新
聞
社
一
の
記
者
に
な
り
ま
し
た
テ

か
ニ
ヵ
月
足
ら
ず
て
退
社
し
た
。
　
飛

　
牧
水
先
生
は
「
貧
乏
首
尾
無
し
」
　
テ

に
中
央
新
聞
記
者
時
代
を
次
の
虻
う
飛

繋
欝
ゲ
啓
民

社
に
勤
め
た
。
月
給
二
＋
五
円
て
あ
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
た
。
社
命
て
止
な
な
く
六
嫌
ひ
の
チ

洋
服
を
月
賦
て
作
っ
た
か
、
ス
ク
タ
兜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

イ
を
買
う
銭
が
な
く
、
そ
れ
を
抜
き
チ

て
着
て
出
て
い
た
と
こ
ろ
社
の
占
老
飛

羅
蕪
禦
縁
、
～

靴
は
友
人
か
ら
借
り
た
。
居
る
．
一
と
Ψ

約
半
年
、
社
内
の
動
揺
が
あ
っ
て
七
卵

人
程
打
ち
揃
う
て
其
処
を
出
た
一
と
硬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
月
儀
市

塵
撃

r

レーやナー唾ヂ飛乎



（4）町報とうこう

学業i翻懸翻藤1藤
　今日の農業情勢はきびしいものがあります。その中でより進んだ農業経営を実現するため、国の制度を利用して新しい

村づくり、人づくりを推進しています。

　昭和53年度指定を受けました地域農政特別対策事業で、水田の基盤整備四ヵ所を予定しています。又、新たにスタート

した「新農業構造改善事業」の指定を受けるべく計画を進めています。地域集落②皆さんが話し合って計画し、実践する

もので、活力ある農村を地域集落の手でつく1）だすこの新しい制咳；を積極的に活用しましょう。

　．新農業構造改善事業の主な内容は次のとおりです。

1．　構造改善推進事業

　各農家の生産と生活の安定向上に関する各種の事業が地域の特色および性格に即し、効果的かつ自律

的に行われるよう調整誘導するための活動事業とする。

⑦地域協議会活動事業…
地区く’るみの推進休制を整備し、地区内の園山壁、各層の連帯意識を高め、自主的に策定

ｳれた計画を自律的に調整しつつ推進するために行う活動事業とする。

⑳農業振興総合推進体
@　　　　　　活動事業一

本事業を推進するための実務担当者集団の行う活動事業とする。

⑫協定等農甲地有効内用
@　　　　推進活動事芙・・

山け、栽培協定の実効を期するために行う活動事業及び作付、栽培協定の実施等に誘導さ

黷髞_用地取得円滑化事業とする。

土地基盤整備事業

農村地域農業構浩改善計画に基づいて行う土地基盤の整備開発の事業とする。

2

ア集団農区総合敢鐘築業 土地基盤整備1区画整理、農用地造成などっ1

ごその他の土地基盤整備
@　　　　　　　事業・・

題水昂．撲水路グ整備、農道整備、暗渠排水、客土、土壌改臭、放牧地整備、交換分合な

ﾆ。

農業近代化施設整備事業

農村地域農楽構造改善計量，（基づいて機械、施設等の整備を行う事業とする。

3．幽

⑦生産組織施設整磯
@　　　　　　　享某・

トラクター、男除磯、駅穫磯そO他の農業機械、農磯具格納庫、育菌施設、畜舎、温室、

ｷ室管理施設，蚕郵育施載．定萱配管施設、集樹園管理施設、かん水用施設、宮農用水施

ﾝ、放牧鷹設、　離鍾寂、乾燥調整施設、飼零調整貯蔵施設、桑収贋調製施紋なと．

一’

n域施設整帯事業・・
家畜育成施菰畜産セ・ター、椎蚕飼育施設、穀類等乾燥講製貯蔵施設、昆畜産物集出荷

剔｠施設、農畜産物処理加工施設、農地等管理機械センター農業磯械修理センターなど。

4　地域環境整備事業

　農村地域豊明構造改善計画に基づいて、士地基盤の整憶又は農業近代化施設の整備と一体的な計画に

　したが　て農村地域における生産、就業等に関する環境条件の整備を行う事業とする。

3生産環墳施設
@　　　　　整備事由……

農業団地センター、多目的研修集会施設1公民館、集会所等へ農業用資材保管施気農
ﾘ廃棄物処理施設1ごみ処理場等）、農作芙管理休養施設、家畜ふん尿処理施設、地力増

i施設など。

．8その胞の施設整備
@　　　　　　事業・…　…

農菜者トレーニングセンター、藍田者健康膏理施設、運動広場施設・老人福祉農園施設・

n域休養施設、巨樹等景観整備施設、農産物直売施設、蒋産物加工施設、共同奨園施設な

ﾇ。

5．　特認事業

　　経営的、技術的に斬新なもの、又は上記各事業に準ずるもので、当該農村地域農菜構造改善地区の特

色及び性格に即し、畏芙購遣の改善を図る上で必要であり、補助事菜として適切なものとする。

　　・簡易水道など

町回とうこう

畜
産
だ
よ
り

〃
畜
控
共
進
会
本
町
出
品
歯
入
賞
す
”

　
第
．
．
．
ト
一
回
総
合
畜
産
共
進
会
は
、

宮
崎
東
諸
家
畜
市
場
に
て
十
月
三
～
五

日
ま
で
開
催
き
れ
仲
深
区
清
水
辰
夫
氏

所
有
牛
（
第
二
ひ
｝
・
、
よ
号
）
が
東
臼
杵

郡
代
表
．
の
高
等
登
録
群
に
出
場
し
壱
等

に
入
賞
し
ま
し
た
。

県
有
牛
、

い
て

農
協
有
望
の
申
込
み
に
つ

　
肉
用
牛
不
足
か
ら
本
町
の
和
牛
飼
育

も
古
同
値
安
定
が
続
き
畜
産
農
家
も
増
頭

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
県
有
牛
農
協
有
牛

の
希
望
者
は
東
郷
支
店
畜
産
係
に
申
込

ん
で
下
さ
い
。

沸》啄や喚や呼

二
十
年
ぶ
り

交
通
事
故
巡
回
相
談

　
最
近
交
通
事
故
が
増
加
し
、
い
ろ
い

ろ
と
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
交
通
三
紋
に
つ
い
て
の
心
配
ご
と

の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
叫
＼
お
気
軽
に

お
い
で
下
・
岬
．
・
い
．
．

期
　
日
十
一
月
二
十
六
日
（
月
）

時
　
間
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

場
所
東
郷
町
老
人
福
祈
館

派
遣
相
談
員
　
松
田
清
武
相
談
員

国
庫
債
券
等
の

　
買
上
償
還
に
つ
い
て

　
対
象
と
な
る
国
庫
債
券
は
次
の
と
お

り
で
す
が
、
そ
の
他
、
買
上
価
格
等
く

わ
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
福
祉
係
ま
で

お
た
ず
．
ね
く
だ
ふ
・
・
い
．
．

λ
㍑
、
　
座
　
一
団
い
「
窪
ノ
～
　
－
済
、
ド
．
ぺ
｝
　
～
～
1
量
．
童
．

ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
帰
郷

　
　
日
田
尾
の
高
尾
金
次
的
さ
ん
の
弟
の

　
秀
己
き
ん
（
4
5
宇
）
が
第
3
4
回
国
隣

ヂ
物
の
た
め
に
プ
ラ
8
、
ド
ル
よ
り
帰
郷
し
ま

τ
た
・漏

鞭
鱗
匿

へ
護
㍑
鶉
講
難
瓠
墜
ビ

癬
エ
ダ
ー
デ
の
町
は
、
エ
ビ
ノ
ぐ
ら
い
の

（5）

．一

A畢一
　　高
　　聾

　　貢

　　薯

　　身

　　鶉

　　肇

　　学

市
i
．
「

と
は
な
く
大
変
す
み
や
す
い
所
だ
そ
う

で
す
。

　
秀
己
さ
ん
は
「
大
阪
・
京
都
方
面
の

観
光
旅
行
を
し
ま
し
た
が
、
日
本
の
物

価
の
高
い
こ
と
に
は
お
ど
ろ
き
ま
し

た
」
と
日
田
尾
地
域
の
発
展
ぶ
り
よ
り

も
〃
物
価
”
に
は
お
ど
ろ
い
た
よ
う
で

し
た
。

　
九
月
三
十
日
に
帰
郷
し
、
一
力
弓
問

の
帯
在
を
終
え
、
十
月
三
十
日
に
ブ
ラ

ジ
ル
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

，
　
「
，
．
．
、
　
も
〃
　
　
　
，
．
」
ル
7
渇
　
　
．
シ
・
’
∵
等
　
　
　
・
工
1
　
－
」
．
L
．
を
ぞ
ー
ー
ア
　
　
　
　
　
．
ウ
＝
鴇
」
ー
ー
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券
券
　

円
円

万
万

（
U
［
O

り
0
1
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号
　
　
号
　
　
弓
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い
　
　
ろ
　
　
い
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債庫国

第二回特別弔慰金
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一
．
ー
ー
～
p
…
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脚
一
毫
ミ

行
楽
期
の
交
通
事
故
防
止

　
＝
月
は
連
休
も
二
回
来
る
し
、
気

候
も
良
い
時
で
ド
ラ
イ
プ
ー
の
シ
ー
ズ

ン
で
す
が
、
し
か
し
こ
の
時
期
は
特
に

わ
玉
、
・
見
運
転
や
い
ね
む
り
．
運
転
な
ど
に

よ
る
死
亡
重
大
事
故
の
多
い
時
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
死
亡
事
故
等
の
原

因
を
検
討
し
て
見
ま
す
と
ほ
と
ん
ど
が

運
転
者
の
初
歩
的
な
ミ
ス
に
よ
っ
て
発

生
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
行
楽
期
に
限

一．

ｽ
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
運
転
者
は
ま
ず
次
の
こ
と
を
守
っ
て

楽
し
い
旅
行
を
し
て
下
き
い
．
．

○
無
理
の
な
い
計
画
を
た
て
る
こ
と
．
．

　
始
5
5
て
通
る
道
で
は
交
サ
点
、
曲
，
ジ

角
交
通
規
制
な
ど
よ
く
判
ら
な
い
の
で

特
に
カ
ー
ブ
や
つ
づ
ら
折
れ
の
山
道
な

ど
減
速
徐
行
を
旨
と
し
安
全
運
転
を
し

て
下
さ
い
。

○
出
発
の
前
に
車
の
点
検
整
備
を
完
全

に
し
て
お
く
こ
と
。
エ
ン
ジ
ン
、
ハ
ン

ド
ル
、
空
気
圧
な
ど
な
ど
。

○
身
心
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
を
整
え
て
お

く
こ
と
。
前
日
の
疲
れ
は
い
ね
む
り
．
運

転
等
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
飲
酒
運
転
し
な
い
こ
と
。

　
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
慰
安
会
な
ど
酒

を
飲
む
機
会
も
多
い
時
で
す
が
飲
酒
運

転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
。

○
な
わ
自
転
車
乗
り
や
歩
行
者
の
被
害

事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
老

人
、
小
さ
い
子
供
の
事
故
が
ふ
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
の
原
因
は
横
断

中
の
事
故
と
自
転
車
乗
り
の
右
左
折
時

の
事
故
．
が
大
半
で
す
。
歩
行
者
、
自
転

車
乗
り
の
人
も
十
分
ル
ー
ル
を
守
る
二

と
が
必
要
で
す
が
、
運
転
者
は
前
方
老

人
子
供
を
見
た
ら
一
応
赤
信
号
と
思
っ

て
最
徐
行
か
一
旦
停
車
す
る
な
ど
安
全

を
確
保
し
て
や
り
ま
し
よ
う
。

狩
猟
事
故
の
防
止

　
ハ
ン
勺
1
の
み
な
き
ん
い
よ
い
・
〔
待

望
の
シ
ー
ズ
ン
が
き
ま
し
た
。
狩
猟
期

間
中
過
去
に
は
鉄
砲
の
取
扱
い
や
狩
猟

上
の
不
注
意
か
ら
思
わ
ぬ
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
去
年
は
佐
土
原
で
誤
デ
・

て
人
を
射
ち
殺
し
て
自
分
も
ま
た
鉄
砲

自
殺
を
す
る
と
い
う
事
故
も
あ
り
ま
し

た
。
折
格
楽
し
み
の
狩
猟
も
事
故
を
起

し
て
は
何
に
も
な
り
．
ま
せ
ん
。
事
故
防

止
の
た
め
次
の
こ
と
を
良
く
守
っ
て
下

き
い
。

1
礎
物
よ
り
．
安
全
が
第
一
で
す
引
金
を

　
引
く
と
㍉
・
－
は
矢
先
の
安
全
を
確
め
る

2
撃
ち
終
っ
た
ら
必
ず
安
全
装
置
を
か

　
け
る
。

3
銃
［
［
を
人
に
向
け
た
り
ま
た
跳
弾
で

　
人
に
あ
た
る
よ
う
な
方
向
に
は
う
た

　
な
い
こ
と
。

4
狩
猟
場
外
で
は
弾
を
抜
い
て
お
く
こ

　
》
一

5
銃
砲
の
保
管
は
確
実
に
自
分
の
責
任

　
で
完
全
に
行
い
施
錠
す
る
ま
た
実
包

　
と
銃
は
別
々
に
保
管
す
る
こ
と
。

6
残
火
薬
は
猟
友
会
で
一
括
保
管
す
る

　
こ
》
」

等
々
で
す
，
昨
年
東
郷
町
内
で
は
大
き

な
事
故
は
た
か
っ
た
が
家
の
付
近
ま
で

弾
が
飛
ん
で
来
る
と
い
う
苦
情
が
随
分

き
ま
し
た
日
向
、
延
岡
方
面
か
ら
来
る

飛
鳥
撃
ち
の
ハ
ン
タ
ー
の
組
の
よ
う
で

す
が
気
付
い
た
ら
誰
で
も
壽
目
し
て
下

さ
い
。
そ
し
て
三
等
で
来
て
い
る
と
き

は
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
最
初
か
ら
最
後
ま

で
つ
け
て
届
け
て
下
さ
い
。
事
故
の
な

い
楽
し
い
狩
猟
を
い
た
し
ま
し
よ
う
。



（6）回報とうこう

「
お
し
ら
せ

……移
動
相
談
の
お
し
ら
せ

、
、
」

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
…

　
　

　
…

　
戦
没
者
の
遺
族
・
戦
傷
病
者
お
よ
州
、
レ

元
軍
人
。
軍
属
等
の
皆
さ
ん
で
恩
給
、

扶
助
料
、
年
金
及
び
特
別
弔
慰
金
等
に

つ
い
て
の
移
動
相
談
が
行
な
わ
れ
ま
す

∵
と
　
き
　
1
2
月
6
日

∵
と
こ
ろ
　
老
人
福
祈
館

▽
戦
没
者
遺
族
の
皆
さ
ん

［
－
．
、
軍
人
・
軍
属
ま
た
は
準
軍
属
（
動

貝
学
徒
・
徴
用
工
等
）
と
し
て
の
勤
務

に
関
連
し
て
死
亡
き
れ
た
方
の
遺
族
に

は
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
・
遺
族
給

与
金
・
弔
慰
金
及
び
戦
没
者
等
の
妻
に

く、

／
餓
》

吋
す
る
特
別
縞
付
金
・
戦
没
者
の
父
母

等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
等
の
支
給
制

度
が
あ
り
ま
す
。

・
’
．
満
州
事
変
（
昭
和
六
年
九
月
十
八

日
）
以
後
に
戦
没
き
れ
た
方
（
元
陸
海

軍
部
内
判
任
文
官
を
含
む
）
で
、
昭
和

五
十
四
任
，
三
月
三
十
【
日
ま
で
に
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
・
塁
砦
給
与
金
等

年
金
を
受
け
る
遺
族
が
い
な
く
な
っ
て

い
る
場
含
に
は
、
戦
没
者
の
妻
・
子
・

父
母
．
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹
。
三

親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
の
死
亡
時
ま

で
一
年
以
上
生
計
関
係
の
あ
っ
た
者
）

．
の
う
ち
先
順
位
の
者
に
特
別
弔
慰
金
（

十
二
万
円
．
の
国
庫
債
券
）
を
支
給
す
る

制
陰
が
あ
り
ま
す
．
．

［
」
、
．
戦
傷
病
者
の
皆
さ
ん

－
　
軍
人
・
軍
属
ま
た
は
準
軍
属
（
動

員
学
徒
・
徴
用
卸
量
）
と
し
て
の
勤
務

に
関
連
し
て
受
傷
・
り
病
し
、
そ
の
傷

害
が
残
っ
て
い
る
方
に
は
傷
病
恩
給
・

傷
害
年
金
の
支
給
、
国
鉄
乗
車
券
引
換

証
の
先
父
付
、
療
養
給
付
等
の
制
度
が
あ

り
．
ま
す
．
。

2
．
戦
傷
病
者
の
妻
に
も
特
別
給
付
金

の
支
給
制
唯
が
あ
り
ま
す
。

「
・
元
軍
人
・
軍
属
（
判
任
文
官
以
上
）

　
の
皆
さ
ん

f
　
普
通
恩
給
年
限
に
達
し
な
い
方
で

軍
人
と
し
て
の
引
墨
、
続
く
実
在
職
年
が

三
年
以
上
（
七
年
未
満
）
あ
る
方
に
は

一
時
恩
給
が
支
給
き
れ
ま
す
。
た
だ
し

既
に
恩
給
を
受
け
た
方
に
は
支
給
き
れ

ま
せ
ん
、
．

・
。
、
普
通
恩
給
（
扶
助
料
）
又
は
「
時

思
給
（
扶
助
料
）
に
該
当
し
な
い
者
で

軍
人
と
し
て
の
実
在
職
年
を
合
算
し
た

年
数
が
三
年
以
上
あ
る
方
（
軍
人
と
し

て
の
在
職
年
を
退
職
年
金
等
に
算
入
し

た
者
は
除
く
）
に
は
、
↓
律
に
一
万
五

千
円
の
「
時
金
が
支
給
き
れ
ま
す
。

ハ
さ
　
六
十
五
才
以
上
（
昭
和
五
十
四
年

十
月
か
ら
六
十
才
以
上
に
な
る
予
定
）

の
普
通
恩
給
受
給
者
と
傷
病
恩
給
受
給

者
及
び
妻
や
子
と
し
て
の
扶
助
料
受
給

者
に
は
加
算
年
を
合
算
し
た
年
数
の
額

の
恩
給
や
扶
助
料
が
支
給
さ
れ
る
の
で

改
定
手
続
き
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

加
算
年
を
加
え
て
も
最
定
保
障
額
を
超

え
な
い
場
合
は
改
定
の
効
果
が
な
い
の

で
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

～
　
元
外
国
政
府
職
員
、
外
国
特
殊
法

人
（
満
鉄
・
華
北
交
通
等
）
外
国
特
殊

機
関
（
協
和
会
・
公
社
等
）
の
職
員
以

上
（
雇
員
・
準
職
員
は
含
ま
な
い
）
と

し
て
の
在
職
期
間
は
一
定
の
条
件
の
も

と
に
軍
人
恩
給
の
在
職
期
間
に
通
算
ふ
・
・

t
ま
ダ
。

」
4
．
　
一

天
．
未
帰
還
者
の
家
族
の
皆
さ
ん

．
－
　
終
戦
後
、
外
地
か
ら
ま
ぜ
帰
還
し

て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
内
地
の
家
族

か
ら
届
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。2

．
終
戦
前
か
ら
中
国
に
目
住
し
て
い

る
日
本
婦
人
で
墓
参
等
の
た
め
に
終
戦

後
は
じ
め
て
一
時
帰
国
き
れ
る
方
は
、

往
復
の
旅
費
の
支
給
が
う
け
ら
れ
ま
す

　
母
子
家
庭
医
療
費
助
成

　
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
十
月
一
日
か
ら
、
母
子
家
庭
の
医
療

費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
二
二
で
い
う
母
子
家
庭
と
は
、

　
　
　
今
月
の
税
金

…
国
民
健
康
保
険
税
　
4
　
期

…
　
　
納
期
”
月
3
0
日

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

中
学
3
年
ま
で
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
世
帯
、
あ
る

い
は
配
偶
者
が
い
て
も
精
神
又
は
身
体

の
障
害
に
よ
り
．
、
長
期
に
わ
た
っ
て
労

働
能
力
を
失
っ
て
い
る
女
．
子
の
世
帯
で

す
。　

助
成
額
は
、
入
院
に
つ
い
て
は
二
千

円
を
超
え
た
額
、
通
院
に
つ
い
て
は
、

千
円
を
超
え
た
額
で
、
自
己
負
担
の
額

が
、
数
ケ
所
の
病
院
の
負
担
分
を
加
え

た
も
の
で
あ
一
ノ
て
も
、
あ
る
い
は
、
　
一

つ
の
病
院
で
負
担
し
た
額
を
加
え
た
も

の
が
、
　
一
ケ
月
間
に
、
干
円
、
ま
た
は

二
千
円
を
超
え
れ
ば
助
成
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
該
当
者
は
、
福
掃
係
で
、
受
給
資
格

証
の
交
付
申
請
を
す
る
と
と
も
に
、
不

明
な
点
も
お
た
ず
ね
く
だ
き
い
。

　
善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
y
、
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

7
越
表
の
古
賀
貫
生
↓
・
㌔
ん
か
ら

　
　
（
タ
ミ
さ
ん
、
8
6
歳
ご
死
去
）

・
、
．
小
野
田
の
広
原
信
義
さ
ん
か
ら

　
　
（
テ
．
サ
ェ
き
ん
、
7
7
歳
ご
死
去
）

ソ
坪
谷
の
矢
野
隆
男
き
ん
か
ら

　
　
（
雲
治
さ
ん
、
8
0
ご
死
去
）

　
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
毎
月
第
三
火
曜
日
で
す
。

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

耳
菜
翻

　
　
　
　
9
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

塩那黒稲田
月須木田代

千
　
里

真
　
二

祐
　
介

美
羽
了

　
　
充

．
父
の
名
．
住
所

久
　
司
寺
　
迫

　
㌦
士
　
　
．
．
平
　
　
・
r

　
’
．
・
　
　
r
～
　
　
ク
」

伸楠孝

司男利利
鶴
野
内

　
一

結
婚
お
め
で
と
う

　
氏
　
　
　
　
　
　
上

金
　
丸
　
貞
次
郎
．

中
　
　
村
　
　
千
佐
登

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

畝　甲　河井

原斐野本氏
ケ　ィ　邦　’卜
　　　　　　三升　　　　　四
エ　チ孝　郎

77852088i藷

…ノー ﾜちのうごき一一一．

7
　
　
・
4
　
　
7
つ
　
　
－

一
　
　
一
　
　
［
　
　
一

（
　
　
　
（
　
　
　
（
．
．
　
　
（

人
人
人
戸

田
　
野

福
　
瀬

坪日住

諦所
羽
　
坂

…
ー
ー

蜜
』
里
ド

．
小
野
田

丁
野
田
．
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